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あ だ ち広報は毎 月10 日・25 日、

ズームアップは6・8・10・1・3月発行

7月29 日(木)
午後7時15分～

午後8 時45 分
( 打ち上げは7 時30分から)

荒川河川敷
( 千住新橋～西新井橋間)

※ 荒天時は30日に順延( 両日荒天は中止)

第
2
6回

足

立

の

花

火

大

会

夜
空
に
輝
く
足
立
の
芸
術
の華

1

万

発

の

花

火

が

あ
な
た
の
心
を
魅
了
し
ま
す

祝! シアター1010
701席の劇場が9/3 オープン

今回は記念の仕掛け花火も登場

します。お楽しみに!

当
日
の
会
場
は

会
場
8
ヵ
所
の
本
部
テ
ン
ト
に
は

救
護
所
な
ど
が
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
配
布
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
大
会
は
、
虹
の
広
場
も
観
覧

場
所
と
し
て
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

車
い
す
観
覧
エ
リ
ア
を

設
け
ま
す

車
い
す
で
の
観
覧
エ
リ
ア
を
荒
川

河
川
敷
北
側
(
図
1
)
に
設
け
て
い

ま
す
。
千
住
新
橋
北
詰
付
近
か
ら
、

河
川
敷
ま
で
車
い
す
で
も
降
り
ら
れ

ま
す
。
※
送
迎
の
乗
用
車
な
ど
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん

図1 立入禁止区域・観覧場所等

事
前
の
場
所
取
り
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

草
刈
り
、
会
場
設
営
な
ど
の
作
業

に
支
障
が
あ
り
ま
す
。
事
前
の
場
所

取
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

て
る
丸
く
ん
の

知
っ
得
情
報

梅島・五反野駅側の河川敷は、
階段状になっている護岸もある
よ。その前の河川敷は比較的空
いていて、ゆったり寝そべって
花火観賞できるからオススメ!

当日は会場付近の商店街でのイ
ベントもあるよ。また、車の交
通規制もあるから、くわしくは7
月20日ごろに全戸配布される

プログラムを見てね

花
火
大
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

区
・
観
光
協
会
事
務
局

(経
済
観
光
課
内
)
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

新たに行政委員が決まりました

教育委員( 18 年8 月23日就任)

國井清伸氏

《
略
歴
》

▽
足
立
区
立
小
学
校
P
　
T
A

連
合
会
会
長

▽
区
青
少
年
委
員

▽
区
社
会
教
育
委
員
な

ど
を
歴
任

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
国
民
健
康
保
険
・
年
金

の
お
知
ら
せ
/
人
権
と
同
和
問
題
の
理
解
の

た
め
に
/
み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
あ
だ
ち
刀一

4
・
5
面
▽
食
中
毒
に
ご
用
心

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
わ
I

く
わ
く
通
信

8
面
▽
▽
▽
児
童
館
夏
の
イ
ベ
ン
ト
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
m3880- 5678

回答を希望する方は住所・
氏名・電話番号など
を記入してください

「伝えよう自分の意志を投票で! 」 7月11日( 日) 参議院議員選挙
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順

とあるものは
7 月13 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

争 ● 鑷41 崋 し鷂軅黜 睾・

争襴 鵬了り 車し鷂軅翻鵬こ
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し偽癲鋤 夕I雍い齒ね蝓撫i l

争麌 幽画砲廳欒細湖1滯 ば魎輒
繦4 ≒ムペ≒ダア! l q4
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

「
保
育
講
習
会
」

日
時
=
8
月
2
7
日
脚
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
3
0分

対
象
=
区
内
在
住

で
、
子
育
て
を
支
援
す
る
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員
の
登
録
希

望
者
ま
た
は
保
育
に
関
心
の
あ
る
方

内
容
=
子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
ノ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
説
明

ほ
か

講
師
=
渋
谷
武
子
氏
(
I

・
S

キ
ャ
リ
ア
開
発
研
究
所
臨
床
心
理

士
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

※
講
習
後
、
会
員
登
録

が
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・
申
先
=
あ

い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

問
先
=

あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

子
育
て
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
2
6
6

乳
幼
児
ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
I

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
込
=

電
話

表1 アレルギー予防教室日程等
プ
チ
・
フ
ェ
ス
タ
参
加
者
募
集

日
時
=
7
月
3
1
日
倒
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

対
象
=
乳
幼
児
、
児
童

と
そ
の
保
護
者

、
ま
た
は
子
育
て
に

関
心
の
あ
る
方

内
容
=

区
子
育
て

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
絡
会
と
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
バ
ザ
ー
、

親
子
体
操
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
・
申
先
=

こ
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

思
春
期
の
子
ど
も
の

心
の
理
解
と
対
応

日
時
=
7
月
2
3
日
㈲
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
正
午
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

内
容
=
思
春
期
の
子
ど
も

の
心
を
、
親
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し

対
処
す
べ
き
か
を
学
び
ま
す

講
師
=

庄
司
一
子
氏
(
筑
波
大
学
教
授
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
(

児
)の
方
へ

□
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
住
宅
設

備
改
善
費
の
助
成

障
害
を
持
つ
方
の
日
常
生
活
の
利

便
を
図
り
ま
す
。
内
容
等
=
表
2
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
し
ビ
ス
の
利
用

支
援
費
制
度
(
利
用
者
自
身
が
直

接
介
護
事
業
者
と
利
用
契
約
を
結

ぶ
)で
の
利
用
で
す
。
対
象
=
本
人

ま
た
は
介
護
者
の
都
合
に
よ
り
、
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
身

体
障
害
お
よ
び
知
的
障
害
を
持
つ
方

内
容
=
食
事
の
世
話
/
衣
類
の
洗

濯
、
補
修
/
身
の
回
り
の
世
話
/
通

院
の
介
助
ほ
か

※
排
せ
つ
の
介
護

な
ど
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

夜
間
や
深
夜
、
早
朝
の
利
用
も
可
能

利
用
方
法
=
各
福
祉
事
務
所
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
I

介
護
保
険
法
か
ら
給
付
を
受
け
ら

れ
る
方
は
介
護
保
険
が
優
先
し
、
所

得
に
応
じ
た
一
定
の
自
己
負
担
が
あ

り
ま
す
。
申
・
問
先
=
各
福
祉
事
務

所
(
表
3
)

表2 日常生活用具の給付・住宅設備改善費の助成

表3 福祉事務所一覧

食
と
健
康
教
室

「
免
疫
力

を
高
め
る
食
事

」
(
2日
制
)

日
時
=
7

月
2
1
日

㈲

・
2
8
日

㈲

、
い

ず

れ
も
午

後
1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分

対
象
=

食
事

が
気
に

な

る
方

内

容
=

食

材

の
工

夫
/

食

べ
方
チ

ェ

ッ
ク
/

消

費

エ
ネ

ル
ギ

ー
ノ

運
動

定
員
=
2
5

人
(

先

着
順
)

申

込
=

電
話

場

・
申

●
問

先
=

竹

の
塚

保
健

総
合

セ

ン
タ

ー
保
健

栄
養

(
3
8
5
5
)
4
1
6
6

(
親
)
・
(
乳
)
医
療
証
自
己
負
担
金
の
還
付

都
外
や
医
療
証
を
取
り
扱
わ
な
い

医
療
機
関
で
の
受
診
や
医
療
証
を
持

た
ず
に
受
診
し
た
場
合
は
、
保
険
診

療
の
自
己
負
担
金
の
一
部
を
保
護
者

の
口
座
に
振
り
込
む
こ
と
に
よ
り
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
還
付
申
請

に
必
要
な
も
の
=
領
収
書
(
受
診
者

氏
名
、
保
険
点
数
、
受
診
年
月
日
、

医
療
機
関
名
、
領
収
金
額
の
記
載
が

あ
る
も
の
)
/
印
鑑
/
医
療
証
の
保

護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以

外
)
/

⑩
医
療
証
、
⑥
医
療
証
/
健

康
保
険
証

※
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書

を
受
け
取
っ
た
際
は
、
必
ず
受
診
者

氏
名
・
保
険
点
数
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
(
記
載
が
無
い
場
合
は
、
医
療

機
関
に
記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
)

申
込
=
持
参
ま
た
は
郵
送

申
●
問
先
=

▽
⑩
医
療
証
・・
渝
庭
支

援
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

▽
⑥
医
療
証
・
:児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

※
い
ず
れ
も
、
郵
送
す
る
場
合
は
、

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
等
=
表
4

内
容
=
自
分
の
生

活
環
境
を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り
を

学
習
/
体
験
コ
ー
ナ
ー
ノ
パ
ネ
ル
展

示
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表47月～8月上旬の住区健康フェスティバル

身
近
で
か
か
れ
る
歯
医
者

さ
ん
、お
持
ち
で
す
か
?

障

害

や
在

宅
要

介

護
で

、
自

分
で

歯

科

医

を

探

す

こ

と

が
困

難

な

方

が
、
区

歯
科

医
師

会

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
で

、
身

近
な
歯

医
者

の
案

内

や
区

内

協

力

歯

科

医

の
検

索

が

で

き

ま

す
。

※
パ

ソ
コ
ン
・
携

帯

電
話

を
利

用

で

き
な

い
場

合
は

、
電
話

・
フ

ァ

ク
ス

で
区
歯

科
医

師
会

へ

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い

問

先
=

区

歯

科
医

師
会

　
(
3
8
8
2
)
7
3
3
7
　
　
　

隰
(
3
8
8
2
)
7
3
3
Q

り
[
g
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
'
a
d
a
c
h
i
k
u
-
s
h
i
k
a
i
s
h
i
k
a
i
.
o
r
.
j
p

携

帯

サ

イ

ト
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
d
a
c
h
i
k
u
-
s
h
i
k
a
i
s
h
i
k
a
i
.
o
r
.
j
p
/
i
/

区

・
衛

生

管

理

係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

生
活
習
慣
病
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

生
活
習
慣
病
(
高
血
圧
・
高
脂
血

症
・
糖
尿
病
)
予
防
を
目
的
と
し
た

健
康
診
査
で
す
。

場
所
=
区
内
の

指
定
医
療
機
関

対
象
=
申
込
日
現

在
で
4
0歳
以
上
の
区
民
(
職
場
な
ど

で
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
が
あ
る

人
を
除
く
。
1
年
に
I
回
の
み
)

内

容
=
診
察
、
血
液
、
尿
、
胸
部
X
線

撮
影
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
や
心

臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機
能
な
ど
の
検

査

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、「
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
希
望
」を
明
記
。

約
2
週
間
後
に
受
診
票
と
案
内
を
送

付

※
4
0・
4
5・
5
0・
5
5・
6
0・
6
5・
7
0

歳
の
方
に
は
誕
生
日
ま
で
に
別
途

健
診
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す

申
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
1

生
活
習
慣
改
善
指
導

対
象
=
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
結

果
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
こ
咼
脂
血
症

で
「
要
指
導
」
と
判
定
さ
れ
た
方

内
容
=
通
所
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予

防
の
指
導

申
先
=
生
活
習
慣
病
予

防
健
診
を
受
診
し
た
医
療
機
関
ヘ

ー

い
ず
れ
も
I

問
先
=
成
人
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

満
州
事
変
以
後
、
軍
人
、
軍
属
と

し
て
戦
闘
、そ
の
他
の
公
務
で
戦
死

、

戦
病
死
し
た
方
の
妻
や
父
母
な
ど
で

次
の
国
債
を
持
っ
て
い
る
方
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
期
日
の
過
ぎ

た
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

新
規
受
け
付
け
=
第
1
0回
「
ぬ
」
号
、

第
1
7回
「
ろ
」
号

※
い
ず
れ
も
1
0

月
1
日
か
ら

受
付
中
=

第
4
回

「
れ
」
号
、
第
1
0回
「
ち
」
号

※

第
1
0回
「
と
」
号
は
9
月
3
0日
ま
で

父
母
(
養
父
母
、
祖
父
母
な
ど
を

含
む
)
に
対
す
る
特
別
給
付
金

対
象
=
戦
没
者
死
亡
当
時
、
戦
没
者

以
外
に
は
子
も
孫
(
法
定
血
族
も
含

む
)
も
い
な
か
っ
た
方
の
う
ち
、
そ

の
後
、
1
6年
9
月
3
0日
ま
で
に
氏
を

同
じ
く
す
る
自
然
血
族
の
子
も
孫
も

い
な
か
っ
た
方

新
規
受
け
付
け
=

第
1
6回
「
と
」
号
、
第
1
9回
「
ろ
」

号
(
1
0月
1
日
か
ら
)

受
付
中
=
第
9

回
「
か
」
号
、
第
1
4回
「
り
」
号
、

第
1
6回
「
ほ
」
号

※
第
1
6回
「
に
」

号
は
9
月
3
0日
ま
で

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金

対
象
=
夫
で
あ
る
戦
傷
病
者
な
ど
が

平
病
死
し
、
妻
と
し
て
特
別
給
付
金

第
1
2回
「
い
」
号
、
第
6
回
「
ぬ
」

号
、
第
1
5回
「
い
」
号
を
受
給
し
て

い
た
方
ま
た
は
1
3年
4
月
1
日
時
点

で
、
新
た
に
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に

該
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
方

※
ど

ち
ら
も
9
月
3
0日
ま
で

I

い
ず
れ
も
I

ほ
か
に
も
必
要
な
条
件
が
あ
る
の

で
、
前
記
に
該
当
す
る
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
●
問
先
=
民

生
係「

ふ
れ
あ
い
デ
ー
」参
加
者
募
集

日
時
=
7
月
3
0
日
、
午
後
1
時
3
0

分
～
2
時
3
0
分
場
所
=
神
明
障
害

福
祉
施
設

内
容
=
施
設
の
利
用
者

と
一
緒
に
盆
踊
り

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=
神
明
障
害
福
祉

施
設

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

地
域
全
体
で
子
育
て

区
は
1
2年
に
「
育
児
中
の
親
の
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
家
族
構
成
は
両
親
と
子
だ
け

の
核
家
族
が
圧
倒
的
に
多
く
、ま
た
、

専
業
主
婦
が
約
8
割
で
他
区
よ
り
多

い
、
区
内
居
住
年
数
3
年
未
満
が
約
3

割
な
ど
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
こ

こ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
に
子
ど

も
を
預
け
る
人
が
い
な
い
な
ど
、
子

育
て
が
孤
独
に
な
り
が
ち
な
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

痛
ま
し
い
児
童
虐
待
の
原
因
の
一

つ
に
、
極
度
の
育
児
不
安
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
育
児
不
安
の
ピ
ー
ク
は
産

後
I
～
2
ヵ
月
の
時
期
で
す
。
各
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
や
住
区
セ
ン
タ
ー

で
は
、
不
安
に
陥
り
が
ち
な
こ
の
時

期
の
親
を
対
象
に
、「
健
や
か
親
子
相

談
事
業
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
は
「
相
談
を
し
た
り
、
話

せ
る
人
が
で
き
て
イ
ラ
イ
ラ
し
な
く

な
っ
た
≒
自
分
の
こ
と
を
聞
い
て
も

ら
え
る
、
ま
た
、
話
せ
る
場
」「
同
月

齢
の
子
ど
も
が
い
る
マ
マ
と
知
り
合

ラ
方
法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
う

れ
し
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、地
域
で
は
、「
子
ど
も
が
微

笑
み
か
け
て
き
た
ら
に
っ
こ
り
と
返

す
」「
大
き
く
な
っ
た
ね
、
か
わ
い
い

ね
」
な
ど
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら

「
地
域
全
体
で
子
育
て
」
を
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

《
健
康
づ
く
り
係
》
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歯
周
病
健
診

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
も
、
初
め

て
の
方
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
1
年
度
に
I
回
の
み

□
2
0
歳
～
3
9
歳
の
区
民

日
時
=
8
月
5
日
㈲
、
午
前
9
時
3
0

分
～
1
0
時
3
0
分
受
け
付
け
内
容
=

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
・
相
談
/

歯
間
ブ
ラ
シ
・
糸
よ
う
じ
な
ど
の
補

助
用
具
を
使
っ
て
の
実
習
定
員
=

3
5
人
(
先
着
順
)
申
込
=
電
話
ま
た

は
窓
口
場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係
　
　
　

(
3
8
8
0
)
5
3
5
4

□
4
0
歳
～
6
0
歳
の
区
民

期
間
=
通
年
場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関
内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診
定
員
=
千
人
(
先

着
順
)
申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日
、年
齢
、
性
別
、電
話
番
号
、

「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記
※

後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付
申
●

問
先
=
成
人
保
健
係
〒
1
2
0
・
8
5

1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

夏
休
み
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
等
=
▽
7
月
2
7
日
㈹
、青
少
年

セ
ン
タ
ー
▽
8
月
2
6
日
困
、
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
※
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

午
後
O
時
3
0
分
対
象
=
小
学
4

年
生
～
中
学
生
内
容
=
食
生
活
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
料
理
作
り
定
員
=
各
2
0
人
　
(

先
着
順
)
費
用
=
3
0
0
円
(
材
料

費
)
持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き

ん
・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=

中
1
1
1
六本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

夏
休
み
親
子
歯
科
体
験
教
室

日
時
=
7
月
2
6
日
㈲
、
午
前
9
時
3
0

分
～
‥
1
1
時
3
0
分
対
象
=
6
歳
前
後

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
内
容
=

た
ま
ご
の
実
験
で
見
る
フ
ッ
素
パ
ワ

ー
ズ
だ
液
で
チ
ェ
ッ
ク
/
歯
み
が
き

体
験
ほ
か
定
員
=
2
0
組
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
●
申
●
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

公
平
な
採
用
選
考
2

今
回
は
、
募
集
・
応
募
書
類
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

応
募
者
の
人
権
に
配
慮
し
、
適
正

と
能
力
に
基
づ
く
公
正
な
採
用
選
考

を
確
保
す
る
た
め
、
8
年
4
月
、
「
全

国
高
等
学
校
統
一
用
紙
」
の
一
部
様

式
変
更
(
9
年
3
月
卒
業
者
か
ら
対

象
)
さ
れ
ま
し
た
。
新
規
中
卒
者
用
、

新
規
大
卒
者
用
も
同
様
の
趣
旨
で
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
定
事
項
は
、
①

「
本
籍
」

欄
、
保
護
者
に
係
る
「
本
人
と
の
続

柄
」
と
「
年
齢
」
欄
お
よ
び
「
家
族
」

欄
の
削
除

②
「
胸
囲
」
欄
お
よ
び

「
色
覚
」
欄
の
削
除
な
ど
で
す
。

応
募
書
類
な
ど
雇
用
者
が
注
意
す

る
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
求
人
票
、
求
人
募
集
要
領
は
、
採

用
方
針
、
採
用
計
画
な
ど
に
基
づ

い
て
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
か

▽
新
規
中
卒
者
に
は
「
丗
職
業
相
談

票

〔
乙
〕」、
新
規
高
卒
者
は
「
全

国
高
等
学
校
統
一
用
紙
」、新
規
大

卒
者
は
「
新
規
大
学
卒
業
者
用
標

準
的
事
項
の
参
考
例
」
に
準
じ
た

様
式
以
外
の
書
類
を
要
求
し
て
い

な
い
か

▽
戸
籍
謄
(
抄
)
本
を
要
求
し
た
り
、

本
籍
地
な
ど
差
別
に
つ
な
が
る
事

項
を
調
査
し
て
い
な
い
か

▽
日
本
工
業
規
格
(
J
I
S
)
の
履
　

歴
書
を
使
用
し
て
い
る
か

差
別
の
な
い
公
正
な
選
考
で
、
ひ

と
り
一
人
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
職
場
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

《
人
権
・
同
和
係
》

国保・年金
のお知らせ

お
問
い
合
わ
せ
は

資
格
賦
課
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

給
付
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

年
金
給
付
係
　
(
3
8
8
0
)
5
8
4
9
　
　
　
　
-

い
ず
れ
も
I

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

国
保

こ
の
よ
う
な
と
き

は
手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
へ
の
加

入
や
、
や
め
る
手
続
き
な
ど
、
表
5

に
該
当
す
る
方
は
1
4日
以
内
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
自
動
的

に
切
り
替
え
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要

書
類
や
手
続
き
場
所
に
つ
い
て
は
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
=
資
格
賦
課
係

表5 国保 手続きが必要な場合

※ は国保加入者のみ対象

国
民
健
康
保
険
証
の
再
交
付

保
険
証
は
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
証
明
書
で
、
病
院

に
か
か
る
と
き
の
受
診
券
で
す
。
か

か
り
つ
け
の
病
院
で
受
診
す
る
と
き

で
も
月
に
一
度
、
保
険
証
を
提
示
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
管
に
は
十
分

気
を
つ
け
、
他
人
と
の
貸
し
借
り
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
保
険

証
を
紛
失
・
汚
損
し
た
と
き
は
再
交

付
し
ま
す
。
申
込
=
住
所
・
氏
名
を

確
認
で
き
る
も
の
(
保
険
料
の
領
収

書
な
ど
)
を
持
参
交
付
方
法
=
郵

送
※
顔
写
真
付
き
で
住
所
・
氏
名

が
確
認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証

な
ど
官
公
署
発
行
で
、
特
殊
加
工
の

も
の
)
を
持
参
し
た
場
合
は
、
本
人

確
認
の
上
、
窓
口
で
交
付
(
同
一
世

帯
の
方
の
申
請
も
可
)
申
先
=
各

区
民
事
務
所
、
資
格
賦
課
係

問
先
=

資
格
賦
課
係

出
産
を
控
え
た
皆
さ
ん
へ

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

対
象
=
国
保
に
加
入
し
て
い
て
、
出

産
し
た
方
※
妊
娠
1
2
週
(
8
5
日
)

以
降
で
あ
れ
ば
流
産
・
死
産
含
む
。

出
産
者
本
人
が
ほ
か
の
医
療
保
険
か

ら
同
様
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
(
1
年
以
上
の
保
険
加
入

で
脱
退
後
6
ヵ
月
以
内
の
出
産
)
は
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
支
給
額
=
出
生
児
一
人
に
つ

き
3
5
万
円
申
請
に
必
要
な
も
の
=

国
民
健
康
保
険
証
/
母
子
健
康
手
帳
/

世
帯
主
の
印
鑑
/
世
帯
主
名
義
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
※
流

産
、
死
産
の
場
合
は
医
師
の
証
明
書

申
込
=
窓
口

申
・
問
先
=
給
付
係

出
産
資
金
の
貸
し
付
け
制
度

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
被

保
険
者
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
:
出

産
予
定
日
ま
で
1
ヵ
月
以
内
/
妊
娠

4
ヵ
月
以
上
で
医
療
機
関
な
ど
か
ら

出
産
費
の
請
求
を
受
け
た
、
ま
た
は

支
払
っ
た
方
内
容
=
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主

に
対
し
、
出
産
育
児
一
時
金
の
8
割

を
限
度
に
貸
し
付
け
申
請
に
必
要

な
も
の
=
国
民
健
康
保
険
証
/
母
子

健
康
手
帳
/
世
帯
主
の
印
鑑
/
世
帯

主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除

く
)
/
医
療
機
関
な
ど
の
請
求
書
ま

た
は
領
収
書

申
込
=
窓
口

申
・

問
先
=
給
付
係

出
産
費
資
金
貸
付
金
受
領
委
任
払

い
国
保
加
入
者
が
、
区
と
協
定
を
結

ん
だ
医
療
機
関
(
区
外
も
可
)
で
出

産
を
予
定
し
、
出
産
費
資
金
貸
付
制

度
を
利
用
す
る
場
合
、
貸
付
金
を
医

療
機
関
に
直
接
振
り
込
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
協
定
医
療
機
関
な
ど
、
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
受
領
委
任
払
額
上
限
=
2
8万

円

申
込
=
出
産
予
定
日
2
ヵ
月
前

か
ら
医
療
機
関
に
相
談
・
申
し
込
み

後
、
こ
く
ほ
年
金
課
に
連
絡

問
先
=

給
付
係

療
養
費
を
支
給
し
ま
す

医
療
費
を
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど
に

い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
っ
た
場
合

に
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
で
定
め
ら
れ

た
基
準
額
の
7
割
の
金
額
が
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。
対
象
=
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
保
険
証
で
治
療

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル

セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
補
装
具
を
作

っ
た
と
き
/
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
施
術
を
受
け
る
と
き
(
医

師
が
認
め
、
病
院
な
ど
に
こ
れ
ら
の

施
設
が
な
い
と
き
)
申
・
問
先
=
▽

国
保
加
入
の
方
・
:
給
付
係
▽
7
0
歳

以
上
で
老
人
医
療
証
を
お
持
ち
の
方

…
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

高
額
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

同
じ
人
が
同
じ
月
に
、
同
じ
病
院

な
ど
で
治
療
を
受
け
、
支
払
っ
た
診

療
費
が
一
定
の
金
額
(
表
6
)
を
超

え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
限
度
額
を

超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
過
去
1
2ヵ
月
間
に
4
回
以

上
咼
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場

合
、
医
療
費
総
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
4

回
目
か
ら
の
自
己
負
担
限
度
額
は

通
常
よ
り
も
低
く
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
世
帯
に

は
、
診
療
月
か
ら
約
3
ヵ
月
後
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
込
=
窓

口
ま
た
は
郵
送

申
・
問
先
=
給
付

係 表670歳未満の方の自己負
担限度月額(ただし70歳以上の
方は取り扱いが異なります)

※ 1…過去12ヵ月間に4回以上高　
額療養費に該当の場合、4回目以　
降は医療費総額に関わらずカッ
コ内の金額が限度額になります
※ 2・‥ 医療費総額が241, 000円を超
えた場合、超えた分の1%を　
72, 300円に加算した額が自己負
担限度額になります

※ 3…医療費総額が466, 000円を超
えた場合、超えた分の1%を
139, 800円に加算した額が自己負
担限度額になります

※ 4 … 住民税課税世帯のうち、基礎
控除後の総所得金額等が670万 円
を超える方は上位所得者となり
ます。また、所得の申告がない場
合も、上位所得者とみなされます

高
額
療
養
資
金
の
貸
し
付
け
制
度

国
保
加
入
者
が
、
病
気
や
け
が
に

よ
り
、
一
時
的
に
高
額
の
医
療
費
の

支
払
い
が
あ
り
、
そ
の
支
払
い
が
困

難
な
場
合
、
世
帯
主
に
対
し
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。
貸
付
額
=

保
険
診
療
に
該
当
す
る
項
目
の
う

ち
、
法
令
で
定
め
る
高
額
療
養
費
に

該
当
す
る
費
用
の
9
割

※
区
内
在

住
3
ヵ
月
以
内
の
方
に
は
貸
し
付
け

で
き
ま
せ
ん
。
く
わ
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

給
付
係

入
院
時
の
食
事
費
減
額
制
度

対
象
=
住
民
税
非
課
税
世
帯
※
申

請
手
続
き
が
必
要
。
す
で
に
認
定
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
有
効
期

限
は
7
月
3
1
日
ま
で
な
の
で
、
引
き

続
き
認
定
を
希
望
す
る
方
は
再
度
交

付
申
請
が
必
要
で
す
申
請
に
必
要

な
も
の
=
国
民
健
康
保
険
証
/
世
帯

主
の
印
鑑
/
す
で
に
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
は
認
定
証
申
・
問
先
=
▽

国
保
加
入
の
方
・
・
・
給
付
係
▽
老
人

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
・
:
高
齢
サ
ー

ビ
ス
課
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

対
象
=
死
亡
し
た
国
保
加
入
者
の
葬

儀
を
し
た
方

支
給
額
=
7
万
円

※
交
通
事
故
・
傷
害
な
ど
の
第
三
者

行
為
や
公
害
病
な
ど
が
原
因
で
死
亡

し
た
場
合
は
原
則
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
申
請
に
必
要
な
も
の
=
国

民
健
康
保
険
証
/
葬
儀
の
領
収
書
　
(

コ
ピ
ー
不
可
。
葬
儀
代
金
、
葬
儀

一
式
の
表
示
が
な
い
領
収
書
の
場
合

は
明
細
書
も
必
要
)
/
葬
儀
を
し
た

方
の
印
鑑

申
込
=
窓
口

期
限
=

葬
儀
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
2
年
間

申
●
問
先
=
給
付
係

障
害
基
礎
年
金
「
現
況
届
」の

提
出
を
忘
れ
ず
に

2
0
歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
、

現
況
届
の
用
紙
(
(
ガ
キ
形
式
)
を

6
月
3
0日
に
送
付
し
ま
し
た
○
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
必
ず
7
月
3
0日

ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況

届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
1
0月
支
払

い
の
年
金
が
一
時
受
け
取
れ
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
所
得
審
査

も
行
い
ま
す
の
で
、
所
得
が
な
い
場

合
で
も
、
1
5年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、
1

月
1
日
現
在
の
住
所
地
で
区
民
税

の
申
告
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
※
本
人
の
所
得
限
度
額
は
表
7

問
先
=
年
金
給
付
係

表7 障害基礎年金受給者本人の所得限度額

※以 降、1 人増えるごとに38万円加算
※ 一部支給限度額を超えると全額支給停止とな
ります
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夏 本 番 ! 食

中 毒 にご 用 心
夏
が
来
ま
し
た
。
海
に
山
に
と
、レ
ジ
ャ
ー
が
楽
し
い
季
節
で
す
。

一
方
で
、
気
温
が
高
く
な
る
こ
の
季
節
は
、
食
中
毒
が
起
こ
り
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽

し
む
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
生
焼
け
に
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

こ
う
し
て
起
こ
っ
た
!

食
中
毒

7
月
の
あ
る
日
、
飲
食
店
で
食
事

を
し
た
グ
ル
ー
プ
で
食
中
毒
が
発
生

し
、
そ
の
う
ち
3
人
か
ら
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
0
1
5
7が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
3
人
は
共
通
し
て
レ
バ
刺
し
な

ど
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
患
者
ら
は

こ
の
食
事
か
ら
2
～
5

日
後
に
下

痢
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出

ま
し
た
。

実
は
こ
の
レ
バ
ー
は
、「
加
熱
用
」

と
し
て
仕
入
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
が

原
因
で
は
な
い
か
、
と
疑
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
こ
こ
数
年
、
生
肉
や

加
熱
不
十
分
な
肉
を
食
べ
、
食
中
毒

に
な
る
例
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。食

中
毒
予
防
の
3
原
則

食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
ま
ず
。

「
食
中
毒
予
防
の
3
原
則
」
が
基
本

に
な
り
ま
す
。

食
中
毒
を
起
こ
す
細
菌
は
、
食
材

に
付
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

肉
を
生
や
加
熱
不
十
分
な
ま
ま
食
べ

る
の
は
、「
3
原
則
」
の
「
細
菌
を
や

っ
つ
け
る
」こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

食
中
毒
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。

家
庭
で
調
理
す
る
と
き
も
、「
食
中

毒
予
防
の
3
原
則
」
を
実
践
し
、
食

中
毒
発
生
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

「
も
し
か
し
て
?
」

と
思
っ
た
ら

食
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
下
痢
・

腹
痛
・
吐
き
気
・
お
う
吐
な
ど
で
す
。

「
食
中
毒
か
な
?
・
」
と
思
っ
た
ら
、

早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
医
師
の
診
断
を
受
け
ず
に
、
む

や
み
に
市
販
の
下
痢
止
め
な
ど
の
薬

を
服
用
す
る
の
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。た

だ
し
、
脱
水
症
状
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
水
分
は
し
っ
か
り
補
給
し

ま
し
ょ
う
。
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児

や
高
齢
者
な
ど
で
は
、
重
症
に
な
り

や
す
い
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。保

健
所
で
は
食
中
毒
が
発
生
す
る

と
、
原
因
究
明
の
た
め
に
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。
食
品
が
残
っ
て
い
る

場
合
は
そ
の
ま
ま
冷
蔵
庫
へ
。
買
っ

た
店
の
レ
シ
ー
ト
や
空
の
容
器
、
包

装
紙
な
ど
も
残
っ
て
い
た
ら
、
保
管

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
吐

物
が
あ
っ
た
ら
捨
て
ず
に
保
管
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

※
食
中
毒
の
原
因
と
な
る
菌
は
、
潜

伏
期
間
が
あ
る
た
め
、
直
前
に
食
べ

た
も
の
が
原
因
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
2
週
間
く
ら
い
さ
か
の

ぼ
っ
て
調
査
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
グ
ル
メ
な
み

な
さ
ん
食
中
毒
に
ご
用
心

～
生

食
の
落
と
し
穴
～
」
配
布
中

生
食
に
よ
る
食
中
毒
に
つ
い

て
、
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
く
わ
し
く

説
明
し
て
い
ま
す
。
配
布
場
所
=

足
立
保
健
所
生
活
衛
生
課

近
年
多
発

の
食
中
毒

～
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
食
中
毒
～

こ
ん
な
食
品
で
食
中
毒
を
起
こ
し

ま
す

▽
食
肉
(

特
に
鶏
肉
)

の
生
食
や
加

熱
不
十
分
・
:
鶏
の
た
た
き
、
と
り

わ
さ
な
ど

▽
食
肉
か
ら
二
次
汚
染
を
受
け
た
食

品
…
サ
ラ
ダ
な
ど
加
熱
を
し
な
い

食
品

▽
未
殺
菌
の
飲
料
水
・
:
動
物
の
フ
ン

に
汚
染
さ
れ
た

、
川
・
井
戸
・
貯

水
槽
の
水
な
ど

こ
ん
な
症
状
に
な
り
ま
す

汚
染
食
品
を
食
べ
た
後
2

～
7

日

(平
均
3

日
)
で

、
ド
痢
(
水
溶
性
)
、

腹
痛
(
長
時
間
続
く
)
、
発
熱

、
筋
肉

痛
な
ど
が
起
こ
り
ま
す

。

食中毒予防の
3 原 則

1

細菌をつけない
・手や器具はしっかり
洗いましょう
・ 食品を保存するときは、
容器に入れたりラップ
で包むなどしましょう 2

細菌を増やさない
・温度管理をきちんと
しましょう( 冷蔵庫
は5 ℃ 以下に)

・保存期間は短くしま
しょう

3

細菌をやっつける
・中心部まで十分に
加熱( 75£ で1 分
以上) しましょう

食中毒を予防す
るには「食中毒予
防の3 原則」が基
本になります。

食
中
毒
?

と
い
う
と
き
は

下
痢
、
腹
痛
、
お
う
吐
な
ど
の

症
状
が
あ
る

同
じ
物
を
食
べ
た
人
た
ち
の
中

で
同
様
の
症
状
が
出
て
い
る

そ
ん
な
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
確

認
し
ま
し
ょ
う

▽
下
痢
の
場
合
・
:
ど
の
よ
う
な
状
態

で
す
か
?

▽
腹
痛
・
:
お
腹
の
ど
こ
が
ど
の
よ
う

に
痛
み
ま
す
か
7
。

▽
発
熱
…
熱
は
何
度
あ
り
ま
す
か
?
・

▽
お
う
吐
…
何
回
お
う
吐
し
ま
し
た

か
?

▽
そ
の
ほ
か
の
症
状
は
ど
う
で
す

か
?必

要
に
応
じ
て
、医
師
の
診
断

を
受
け
る

※
治
療
と
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
の
に

必
要
で
す
。

最
寄
り
の
保
健
所
な
ど
に
連
絡

足
立
保
健
所
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

足
立
保
健
所
食
品
監
視
第
一
・
第

二
係

　
(
3
8
8
0
)
5
3
6
4

健
康
案
内
ひ
ま
わ
り
(
夜
間
・
休

日
)

　
(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

食
中
毒
な
ど
食
品
衛
生
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

足
立
保
健
所
食
品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
8
3

足
立
保
健
所
食
品
監
視
第
丁

第
二
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
3
6
4

「
足
立
区
食
の
安
全
懇
談
会
」

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、「
足
立
区
食
の
安
全
懇
談

会
」
を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
食

品
に
お
け
る
様
々
な
事
柄
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
食
品
の
安
全
確

保
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。
区

で
は
、
こ
の
懇
談
会
を
設
置
す
る
に

あ
た
り
、委
員
を
募
集
し
ま
す
。
対

象
=
区
民

募
集
人
数
=
3

人
以
内

(選
考
)

会
議
開
催
日
=
9

月
下

旬
・
年
度
末
(
平
日
午
後
)
に
各
I

回
(
予
定
)

申
込
=
食
品
衛
生
や
食

の
安
全
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
と

め
(
4
0
0字詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
程

度
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
持
参
ま
た
は

郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却
で
き
ま

せ
ん

期
限
=
7
月
3
0日
消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
食
品

調
整

〒
1
2
0
・
0
0
1
1
中
央
本
町
I
I
I

にヘリ
ー
り
a

(
3
8
8
0
)
5
3
6
4

募
集

し

ま

す

消
費
生
活
相
談
員

(非
常
勤
職
員
)
募
集

対
象
=
5
5歳
以
下
で
、
相
談
実
務
経

験
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
有
す
る
方
…
独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
が
認
定
し
た
消
費
生

活
相
談
員
/
軸
日
本
産
業
協
会
が
認

定
し
た
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ノ

軸
日
本
消
費
者
協
会
が
認
定
し
た
消

費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

※
消
費

生
活
相
談
養
成
講
座
(
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
)
を
修
了
し
た
だ
け
の
方
は

不
可

勤
務
内
容
=
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
業
務
(
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

入
力
業
務
あ
り
)
/
消
費
者
教
室
講

師
ほ
か

勤
務
条
件
=

▽
1
6年
度
…

週
2
日
(
火
・
木
で
1
5時
間
)

▽
1
7

年
度
・
:週
4
日
(
3
0時
間
)

報
酬
=

▽
1
6年
度
…
月
額
1
0万
円
(
社
会
保

険
・
年
金
な
し
)

▽
1
7年
度
は
月
額
2
0

万
円
(
社
会
保
険
・
年
金
加
入
あ

り
)

募
集
人
数
=
1

人

選
考
=

▽
一
次
審
査
…
論
文

▽
二
次
審
査

・
:面
接
(
9
月
2
日
)

採
用
予
定
日
=
1
0

月
1
日

申
込
=
履
歴
書
(
市

販
の
も
の
、
写
真
貼
付
)
お
よ
び
論

文

「
特
別
区
に
お
け
る
消
費
生
活
相

談
員
の
あ
り
方
」
(椢
字
詰
原
稿
用
紙
3

枚
程
度
、
自
筆
に
限
る
)
を
持
参

ま
た
は
郵
送

※
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん

期
限
=
7
月
3
0日
必
着

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

区
立
小
・
中
学
校
非
常

勤
講
師
募
集

対
象
=
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
…

小
学
校
全
科
ま
た
は
中
学
校
の
数

学
、
英
語
、
理
科
の
教
員
免
許
が
あ

る
/
6
0歳
未
満
/
無
職

勤
務
内
容
=

区
立
小
・
中
学
校
で
の
勤
務

報

酬
=
時
給
平
9
4
0
円
以
上
(
教
員
経
験

年
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
)

申
込
=

履
歴
書
に
教
員
免
許
の
種
別
を
記

入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送

※
採
用

者
数
な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
教
職
員

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

区
職
員
〔
福
祉
(
保
育
士
)
〕

採
用
選
考

試
験
日
=
8

月
2
2日
脚

採
用
予
定

日
=
1
7
年
4
月
1
日
以
降

※
採
用

時
の
勤
務
地
は
、
上
総
湊
健
康
学
園

(千
葉
県
富
津
市
)

資
格
等
=
表
1

申
込
=
申
込
書
を
持
参
(
午
前
9

時
～
午
後
5
時
、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
)
ま
た
は
郵
送
(
簡
易
書
留

に
限
る
)

※
申
込
書
は
区
役
所
1

階
案
内
、
人
事
係
で
配
布
。
ま
た
は

郵
送
請
求
(
送
付
先
住
所
を
記
入
し
、
2
0
0

円
分
の
切
手
を
張
っ
た
角
2
サ
イ

ズ
の
封
筒
を
同
封
)

期
限
=
8

月
3

日
(
郵
送
の
場
合
は
、消
印
有
効
)

申
・
問
先
=
人
事
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
m
(本
町
1
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表1 選考区分、採用予定数および受験資格の概要

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た

足
立
区
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

7
月
1
日
、
足
立
区
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。

使
い
や
す
さ
を
追
求
し
ま
し
た

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
ペ
ー

ジ
ご
と
の
デ
ザ
イ
ン
を
統
一
し
、
シ

ン
プ
ル
で
見
や
す
い
形
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
パ

ソ
コ
ン
環
境
を
考
慮
し
ま
し
た
。こ

の
ほ
か
、
文
字
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
を

使
用
し
て
い
る
方
な
ど
も
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
文
字
を
中
心
に

し
た
ペ
ー
ジ
と
す
る
な
ど
、
だ
れ
も

が
使
い
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
配
慮
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
区
民
の
皆
さ
ん
が
、
必
要

な
情
報
に
早
く
た
ど
り
着
け
る
よ
う

に
、
画
面
中
央
に
あ
る
「
く
ら
し
の

ガ
イ
ド
」
で
は
、
9
つ
の
分
類
の
中

に
、
生
活
に
ま
つ
わ
る
情
報
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー

ド
検
索
機
能
の
向
上
や
ペ
ー
ジ
構
成

に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

機
能
面
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
や
映
像
広
報
の
動
画
ペ
ー
ジ
、

地
図
情
報
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

ペ
ー
ジ
な
ど
を
盛
り
込
み
、
楽
し
み

な
が
ら
情
報
に
た
ど
り
つ
け
る
工
夫

も
し
て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
区
政
を
め
ざ

し
て

区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
役
割
は
、

主
に
次
の
3
つ
で
す
。

I
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
。ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
ま
し
た

▽
透
明
で
、
開
か
れ
た
区
政
を
実
現

行
政
情
報
は
本
来
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
も
の
で
す
。
行
政
情
報
は
原

則
す
べ
て
を
公
開
す
る
と
い
う
考

え
方
に
立
ち
、
だ
れ
も
が
簡
単
に
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
環
境

を
整
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人

情
報
の
保
護
も
図
り
ま
す
。

▽
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

区
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
が
協

働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
情
報
の
共
有
が
不

可
欠
で
す
。
積
極
的
に
情
報
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。

▽
快
適
な
区
民
生
活
を
実
現

区
民
の
皆
さ
ん
が
快
適
に
暮
ら

す
た
め
の
手
助
け
に
な
る
よ
う

に
、
見
や
す
い
、
使
い
や
す
い
、

分
か
り
や
す
い
、
そ
し
て
い
っ
で

も
新
鮮
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

区
政
透
明
化
を
推
進
す
る
中
で
、

区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
重
要
な
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
、
今
後
も
情
報
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
区
民
の

皆
さ
ん
が
、
必
要
な
と
き
に
、
必
要

な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
角

度
か
ら
、
区
政
透
明
化
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

区

・

ホ

ー

ム

ペ

ー
ジ

に

関

す

る

お

問

い
合

わ

せ

は

、
広

報

係

へ

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

e
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i

.
t
o
k
y
o
.
j
D
/

卜
あ
だ
ち
マ
ッ
プ
。区
内

の
公
共
施
設
な
ど
、
簡

単
に
わ
か
り
ま
す

竹ノ塚駅西口
南地区市街地
再開発ビル
名称募集

1
7
年
3
月
に
し
ゅ
ん
工
す
る
竹
ノ

塚
駅
西
口
南
地
区
市
街
地
再
開
発
ビ

ル
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
ビ

ル
は
、
地
上
2
7
階
、
地
下
I
階
で
、

竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
や
休
日

診
療
所
、
商
業
施
設
や
住
宅
な
ど
が

入
る
予
定
で
す
。
末
永
く
親
し
ま
れ

る
名
前
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
優
秀
作
品
に
は
区
内
共
通
商
品

券
を
差
し
上
げ
ま
す
(
最
優
秀
<
I

人
>
3
万
円
相
当
、
優
秀
<
2
人
>

1
万
円
相
当
)

※
同
一
名
称
が
多

数
の
場
合
は
抽
選
。
当
選
名
称
発
表

は
あ
だ
ち
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
申
込
=
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
名
称

と
そ
の
理
由
を
明
記
期
限
=
8
月

1
0
囗
必
着
申
先
=
竹
ノ
塚
駅
西
目

南
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
〒

1
2
1
・
0
8
2
2
西
竹
の
塚
I
-
一
1
1
-

1
3
問
先
=
竹
ノ
塚
駅
西
口
南
地
区

市
街
地
再
開
発
組
合

(
3
8
5
7
)
8
6
2
3

区
・
再
開
発
調
整
係

<
3
8
8
0
)
5
2
6
8

卜
竹
の
塚
の
ま
ち
が
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す

児童手当の
支 給 対 象 を

拡大します

児
童
手
当
の
支
給
対
象
が
、
こ
れ

ま
で
の
小
学
校
就
学
前
ま
で
か
ら
、

小
学
校
第
3
学
年
修
了
前
(
9

歳
に

な
っ
た
後
の
最
初
の
3
月
3
1日
)
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
小
学
校
第
1

・
2
・
3
学
年

(
7
年
4
月
2
日
～
1
0年
4
月
1
日

生
ま
れ
)
の
児
童
の
保
護
者
に
も
児

童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
申
請
し
て
く
だ
さ
い

今
回
の
改
正
に
伴
夕
申
請
で
、
9

月
3
0日
ま
で
に
受
け
付
け
を
終
了

し
、
支
給
要
件
を
満
た
し
た
方
に
限

り
、
特
例
的
に
4
月
1
日
(
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
)
に
さ
か

の
ぽ
っ
て
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
4
月
1
日
以
降
に
足
立
区

へ
転
入
し
た
場
合
は
、
4
月
か
ら
足

立
区
へ
転
入
し
た
月
ま
で
の
児
童
手

当
に
つ
い
て
は
、
前
住
所
地
の
市
区

町
村
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

手
当

額
(
月
額
)
=

▽
第
1
・
2
子
・
:
5

千
円

▽
第
3
子
以
降
:
i
万
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
、
受
給
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共
働

き
世
帯
の
所
得
は
合
算
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
保
護
者
の
代
表
者
の
所
得
で

審
査
を
行
い
ま
す
。
審
査
結
果
お
よ

び
支
払
月
に
つ
い
て
は
、
後
日
通
知

し
ま
す

□
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す

8
月
初
旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
記
入
・
押
印
の
上
、
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
=
7

月
1

日
現
在
、
足
立
区
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
児
童
を
養
育

す
る
保
護
者
…
第
2
・
3
学
年
の
児

童
/
第
1
学
年
で
3
月
3
1日
現
在
、

足
立
区
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
児
童

□
現
況
届
を
郵
送
し
ま
す

8
月
初
句
に
継
続
の
た
め
の
現
況

届
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
記
入
・
押

印
の
上
、返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
対

象
=
第
1
学
年
の
児
童
で
、
3
月
ま

で
足
立
区
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
児
童
の
保
護
者

□
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

保
護
者
・
:第
1
～
3
学
年
の
児
童
と

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
未
就

学
児
童
の
両
方
を
養
育
/
7
月
2
日

以
降
、
足
立
区
に
転
人
し
た
第
3
学

年
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育

申

先
=
児
童
給
付
係
/
各
福
祉
事
務
所

(中
部
福
祉
事
務
所
を
除
く
)

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4
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1
6年
度
就
学
援
助
を
受

給
申
請
し
た
皆
さ
ん
へ

□
区
内
通
学
者

6
月
下
旬
に
認
定
結
果
通
知
を
発

送
し
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
は
、
7
月
1
9一日
ご
ろ

ま
で
に
指
定
の
口
座
に
就
学
援
助
費

の
第
1
回
目
支
給
額
を
振
り
込
み
ま

す
。
必
ず
通
帳
に
記
帳
し
て
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

□
区
外
通
学
者

8
月
に
認
定
結
果
通
知
を
発
送
し

ま
す
。
認
定
さ
れ
た
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
は
1
7年
3
月
3
1日
に
年
額
を

支
給
す
る
予
定
で
す
。

-

い
ず
れ
も
I

住
民
税
未
申
告
の
方
は
審
査
が
で

き
ま
せ
ん
。
早
急
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
○

問
先
=
学
務
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

第
1
期
の
特
別
区
民
税
・
都
民
税

の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。
納
期
限

後
は
、
延
滞
金
(
年
率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
引
き

続
き
納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
差

し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
事
情
に
よ
り
納
付

で
き
な
い
場
合
や
、
そ
の
ほ
か
不
明

な
点
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
納
税
相
談

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

徴
収
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
2
3
7

国
保
協
定
旅
館
の
割
り
引
き
利
用

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

申

込
=
施
設
へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立

区
国
保
扱
い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。

宿
泊
当
日
に
、
利
用
券
を
施
設
フ
ロ

ン
ト
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
※
利

用
券
は
、
こ
く
ほ
年
金
課
、
各
区
民

事
務
所
で
配
布
。
協
定
旅
館
は
、「
国

保
の
て
び
き
」
ま
た
は
区
・
ホ
ー
ム

ペ
L
ン
を
参
照

問
先
=
こ
く
ほ
年

金
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

も
う
一
つ
の
国
民
年
金

「
国
民
年
金
基
金
」

国
民
年
金
基
金
は
、
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。
対
象
=
2
0
歳
以
上
6
0歳

未
満
の
第
1
号
被
保
険
者

掛
け
金
=

選
択
す
る
給
付
の
型
、
口
数
お
よ

び
加
入
時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り

ま
す
。
※
口
座
か
ら
の
自
動
引
き

落
と
し
が
便
利
で
す
。
ま
た
、
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

支
給
さ
れ
る
年
金
も
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す

申
●
問
先
=
東

京
都
国
民
年
金
基
金

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

区
・
年
金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

青
い
羽
根
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
周
辺
の
海
で
遭
難
し
た
方
の

救
助
や
、
海
の
安
全
確
保
を
目
的
に
、

各
区
民
事
務
所
の
窓
口
に
青
い
羽
根

募
金
箱
を
設
置
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
期
間

=
7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日
問
先
=

地
域
支
援
課
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

不
当
・
架
空
請
求
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

1
5年
度
消
費
者
セ
ン
タ
ー
相
談
件

数
は
、
不
当
・
架
空
請
求
相
談
の
増

加
に
よ
り
6
千
7
7
8件
で
前
年
度
よ
り

約
2
千
6
0
0件
も
増
加
し
ま
し
た
。

不
当
・
架
空
請
求
は
現
在
も
増
え

続
け
、手
口
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

不
当
・
架
空
請
求
は
不
法
行
為
で
す

が
、
相
手
の
所
在
が
わ
か
ら
な
い
た

め
十

分

な
取

り

締

ま
り

が
で
き

て

い

な

い
状
況

で
す

。

そ

こ
で

、
身

に
覚

え

の
無

い
請
求

に

は

次

の

よ

う

に

対

応

し

ま

し

ょ

う

。

▽
請

求

は
無

視
し

、連
絡

も
し

な

い
…
言

葉
巧

み

に
個
人

情
報

を
聞

き
出

さ

れ

、
新

た

な
請
求

を
さ

れ

る

こ
と

が

あ
り
ま

す

▽
わ

ず
か

な
金

額
で

も
払

わ

な

い
:
二

度

支
払

う
と

さ
ら

に
高

額
を
請

求

さ

れ
ま
す

※

危
害

・
被

害

の
訴
え

は
最

寄
り

の
警

察

へ

、
相

談

は
消
費
者

セ

ン

タ

ー
へ

(
相

談
時

間

は

、
午
前
9

時
～

午
後
4

時
4
5
分
)

問

先
=

消

費

者

セ

ン

タ
1

　
(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

青
少
年
の
非
行
問
題
に
取

り
組
む
全
国
強
調
月
間

毎
年
7
月
は
青
少
年
の
非
行
防
止

と
保
護
の
徹
底
を
図
る
強
調
月
間
で

す
。
夏
休
み
を
前
に
非
行
防
止
に
対

す
る
共
通
の
認
識
を
深
め
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

清
掃
車
の
火
災
が
多

発
し
て
い
ま
す

中
身
の
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
使
い
捨
て
ラ
イ
タ

ー
な
ど
は
、
清
掃
車
の
火
災
原
因
に

な
り
ま
す
。
中
身
を
使
い
き
っ
て
ご

み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

足
立
束
清
掃
事
務
所
(
千
住
地
区
お

よ
び
国
道
4
号
線
の
東
側
地
域
)

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所
(
千
住
地
区
を

除
く
国
道
4
号
線
の
西
側
地
域
)

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

国
保
・
日
帰
り
健
康

施
設

【
割
引
券
】

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
保

持
・
増
進
を
目
的
と
し
て
日
帰
り
健

康
施
設
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
(
表
I
)

。
申
込
=
割
引
券
を
施
設
に
持

参

※
割
引
券
は
、こ
く
ほ
年
金
課
、

各
区
民
事
務
所
で
配
布

問
先
=
こ

く
ほ
年
金
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

表1 国保・日帰り健康施設
ご
存
知
で
す
か

沿
道
地
区
計
画
制
度

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
交
通
騒
音

に
よ
る
障
害
を
防
止
し
、
適
正
か
つ

合
理
的
な
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る

た
め
、
国
道
4
号
線
(
荒
川
以
北
)

と
環
状
7
号
線
に
沿
道
地
区
計
画
を

定
め
て
い
ま
す
。

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
沿
道

の
概
ね
3
0
mの
範
囲
)
で
次
の
行
為

を
行
う
場
合
は
、
建
築
確
認
申
請
な

ど
と
は
別
に
、
工
事
に
着
手
す
る
3
0

日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
/

建
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築
/

建
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
匠
の

変
更
(
一
部
の
区
域
)

※
な
お
、沿

道
地
区
計
画
に
伴
ラ
条
例
の
施
行
前

に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
に
つ
い
て

は
、
居
室
(
沿
道
の
概
ね
2
0
m
の
範

囲
内
)
に
対
す
る
防
音
工
事
費
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
騒
音
が
背
後
に
通
り
抜
け
な

い
よ
う
な
建
物
(
緩
衝
建
築
物
)
を

建
て
る
と
き
に
、
建
築
費
な
ど
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す

問
先
=
建
築
防
災

(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

建
築
物
の
中
間
お
よ
び

完
了
検
査
の
届
け
出

建
築
基
準
法
に
適
合
し
た
安
全
で

安
心
な
建
物
に
住
む
に
は
、
建
て
る

際
に
、
工
事
が
設
計
図
ど
お
り
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、
し
っ
か
り
監
理
・

検
査
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
同
法
で
は
建
築
物
の
構
造
、

規
模
に
応
じ
た
中
間
検
査
お
よ
び
完

了
検
査
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
届
け
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、

検
査
に
合
格
す
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
「
中

間
検
査
合
格
証
」「
検
査
済
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
対
象
=
新
築
、増
築

ま
た
は
改
築
に
係
る
部
分
の
地
階
を

除
く
階
数
が
3
以
上
の
建
物

問
先
=

建
築
課
審
査
第
丁

二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
6

・
7

構
造
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

設
備
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

墓
地
造
成
に

許
可
審
査
基
準

お
よ
び
環
境
整
備
指
導
要
綱
改
正

新
規
墓
地
事
業
と
ま
ち
づ
く
り
の

調
和
を
図
る
た
め
、
事
業
者
に
対
す

る
許
可
審
査
基
準
お
よ
び
指
導
要
綱

を
改
正
し
ま
す
。
指
導
要
綱
に
は
事

業
者
の
責
務
を
新
た
に
規
定
し
、
7

月
1
6日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=

環
境
衛
生
監
視
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
4

開
発
指
導
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
2

夏
休
み
に
増
え
る
放
置
自
転
車

区
で
は
、
駅
前
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
、
自
転
車
放
置
禁
止
区

域
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域

に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し

て
自
転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま

す
。
自
転
車
を
引
き
取
る
際
に
は
、

撤
去
料
2
千
円
を
徴
収
し
ま
す
。
ま

た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処

分
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
特

に
自
転
車
放
置
が
目
立
ち
ま
す
。
駅

に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
徒
歩
で
、

自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
必
ず
決

め
ら
れ
た
自
転
車
駐
車
場
な
ど
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
転
車
の
盗
難
も
増
え
て

い
ま
す
。
自
転
車
は
必
ず
防
犯
登
録

を
し
て
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
、
鍵

を
二
重
に
つ
け
る
な
ど
の
盗
難
防
止

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。
盗
ま
れ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
盗
難
届
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。
撤
去
日
以
前
に
盗

難
届
を
出
し
て
い
れ
ば
、
撤
去
料
が

免
除
に
な
り
ま
す
。
問
先
=
自
転

車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
7 月13 日

から受け付け

講
座
「
障
害
児
者
を
地
域
で
支

え
る
中
で
見
え
て
く
る
こ
と
」

日
時
=
8
月
6
日
脚
、
午
後
7
時
～

9
時

場
所
=
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

対
象
=
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

内

容
=
障
害
児
者
の
家
族
の
想
い
/
障

害
児
者
と
関
わ
る
時
に
大
切
な
こ
と
/

簡
単
な
実
技
ほ
か

※
当
日
紹
介

す
る
活
動
の
中
か
ら
選
ん
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申

込
=

電

話

、
フ

ァ
ク
ス

、E

メ
ー

ル
の

い
ず

れ
か
で

住
所

、
氏

名

、
年

齢

、
電
話
・

フ
ァ

ク
ス
番
号

、
E

メ
ー
ル

ア

ド
レ

ス

、「
障
害

児
者

を

地
域

で
支
え

る
中

で
見

え

て
く

る
こ

と
希

望

」
を

連

絡

期
限
=
8

月
4

日

申

・
問
先
=

学

習

推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

o
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

休日納税・納付相談を行います

日時=7月25日( 日) 、午前9時～午後4時
問先= 納税相談係 　3880 一5236
納税 課徴収推進係 　3880 ―5237
こくほ年金課納付相談係

3880 ―5243
介護保 険課収納管理係

3880 一5744

自 転車 の 交通 ル ー ル
を 守 ろ う

昨年の区内の自転車事故死傷者は1, 736人で、
交通事故全体の36% を占めています。
自転車の交通事故は、通勤・通学の時間帯や

夕方の買物時間帯と、裏通りの交差点およびそ
の周辺で多く発生しています。事故の形態では、
出合い頭の事故が最も多いことが特徴です。
自転車に乗ったらあなたもドライバーだとい

うことを忘れずに、基本的な交通ルール・マナ
ーを守り、安全運転を心掛けましょう。
□ 自転車もライトをつけよう
夕暮れどきは、早めにライトを点灯し、自分

の存在をしっかりアピールしましょう。また、
自転車の側面にも反射材をつけましょう。
□ 自転車は軽車両です
道路の左側に寄って通行しましょう。自転車

で歩道を通行するときは、必ず徐行し、歩行者
の通行を妨げる場合は、一時停止をしましょう。

- いずれも 一
問先= 交通安全係 　3880 ―5912
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レ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
2
0
0
4
開
催

日
時
=
▽
7
月
1
7
日
倒
、
午
後
1
時
～

5
時

▽
1
8日
脚
・
1
9日
㈲
、
午

前
1
0時
～
午
後
5
時

場
所
=
北
鹿

浜
公
園

内
容
=
鉄
道
模
型
の
運
転

展
示
/
ビ
デ
オ
放
映
/
鉄
道
模
型
診

断
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

問
先
=
西
部
公

園
管
理
事
務
所(

3
8
5
5
)
6
5
2
1

海
の
日
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
　

「
歌
声
よ

希
望
の
未
来
へ
」

日
時
=
7
月
1
9日
㈲

▽
学
生
の
部

…
午
後
1
時

▽
大
人
の
部
・
:午
後
7

時

※
い
ず
れ
も
開
場
は
、
3
0分

前

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
女
声
合

唱
に
よ
る
1
0の
メ
ル
ヘ
ン
「
愛
す
る

歌
」
全
曲
ほ
か

費
用
=

▽
学
生
の

莎
:
無
料

▽
大
人
の
部
…
5
0
0円

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

文
化
事
業
係(

3
8
8
0
)
5
9
8
4

夏
休
み
親
子
実
験
教
室
「
食

品
添
加
物
っ
て
何
?
」

日
時
=
7
月
2
3
日
面
、
午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
=
エ
ル
ーソ
フ
イ
ア

対
象
=
区
内
在
住
の
小
学
4
年
生
～

中
学
3
年
生

※
小
学
生
は
保
護
者

同
伴

内
容
=
(
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ

に
含
ま
れ
る
保
存
料
、
発
色
剤
な
ど

の
実
験
を
行
い
、
加
工
食
品
に
使
わ

れ
る
食
品
添
加
物
を
学
ぶ

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

郷
土
博
物
館
の
催
し

□
紙
す
き
体
験
教
室

日
時
=
7
月
2
4
日
倒
、午
後
2
時
～

3
時
3
0
分

対
象
=
小
学
校
3

年
生

以
上

内
容
=

牛
乳
パ
ッ
ク
で
手
作

り
(

ガ
キ
を
作
成

定
員
=
4
0
人

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

□
収
蔵
資
料
展

「
観
光
絵
は
が
き
の

世
界

」

日
程
=
▽
前
期
…
7
月
2
1
日
～
8
月

2
2
日
▽
後
期
…
8
月
2
5
日
～
9
月

2
6日

内
容
=

大
正
初
め
か
ら
昭
和
4
0

年
代
ま
で
の
絵
(

ガ
キ
の
展
示

申
込
=

当
日
直
接
会
場
ヘ

ー

い
ず
れ
も
I

場
・
申
・
問
先
=

郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

N
P
O
活
動
体
験
教
室

「
浴
衣
着
付
け
」

日
時
=
7
月
2
4
日
倒
、
午
後
4
時
3
0

分
～
午
後
6
時
3
0
分
対
象
=
小
学

3
年
生
～
高
校
生
内
容
=
浴
衣
の

着
付
け
/
N
P
O
活
動
講
義

※
浴

衣
、
帯
、
ひ
も
(
2
本
)
を
持
参

講
師
=
山
崎
節
子
氏
(
N
P
O
法
人

東
京
芸
術
着
物
協
会
理
事
長
)

定

員
=
2
0人
(
抽
選
)

申
込
=
(

ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
体
験
教
室
」
を
明
記

場
・
申
・

問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
1
3
-
I
　
　
　

　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

買
い
物
か
ら
片
付
け
ま
で

「
夏
休
み
父
と
子
の
料
理
教
室
」

日
時
=
8
月
7
日
倒
、
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
イ
ア

対
象
=
小
学
4
年
生
以
上

の
お
子
さ
ん
と
父
親
(
区
内
在
住
・
在

勤
の
方
)

内
容
=
料
理
実
習

講

師
=
足
立
フ
リ
ー
栄
養
士
会
会
員

定
員
=
1
5
組
(
先
着
順
)

費
用
=
材

料
費
実
費
千
円
程
度

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
学
校
に
泊
ま
ろ
う
」

日
)

場
所
=
都
立
城
北
養
護
学
校

(駐
車
場
有
)

対
象
=

▽
参
加
者

・
:区
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生

お
よ
び
養
護
学
校
在
籍
者

▽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
:中
学
生
以
上

内
容
=

ご
飯
作
り
/
ド
ラ
ム
缶
風
呂
ダ
フ
ー

ル
遊
び
ほ
か

定
員
=
1
0
0人(
先
着

順
)

費
用
=

▽
大
人
…
3
千
円

▽
小
学
生
土
咼
校
生
・
:
2
千
円

▽

幼
児
…
千
円

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

食

事

代

な

ど

の

一
部

実

費

の

み

負

担

申

込
=

電

話

、

フ

ァ

ク

ス

、E

メ

ー

ル

で

住

所

、
氏

名

、

生

年

月

日

、
電

話

・
フ

ァ

ク

ス
番

号

、
E

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

、
学

校

・
学

年

、

性

別

、
障

害

の

有

無

・
内

容

、
学

校

に

泊

ま

ろ

ケ

参

加

ま

た

は

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

希

望

を

連

絡

※

参

加

希

望

者

は
I

人

以

上

の

大

人

を

含

む

家

族

、

グ

ル

ー

プ

で

申

し

込

ん

で
く

だ

さ

い

期

限
=
7

月
3
0

日

申

・
問

先
=

学

習

推

進

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　

圃
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

図
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

第
14
回
あ
だ
ち
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
舞
台
演
技
出
演
団
体
募
集

ホ
ー
ル
部
門
の
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
日
程
=
9
月
1
9日
脚

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル

対
象
=
子
ど
も
主
体
の
団

体

※
応
募
多
数
の
場
合
は
実
行
委

員
会
で
選
定

内
容
=
楽
器
演
奏
/

児
童
劇
ノ
ク
イ
ズ
大
会
ほ
か

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン

タ
1

　
(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

自
然
「
感
察
」
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
　
は
じ
め
の
一
歩

日
程
等
=
表
2

対
象
=
1
6歳
以
上

の
区
内
在
住
、
在
勤
の
方

講
師
=

藤
本
和
典
氏
(
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ア
ー

ス
協
会
代
表
)

定
員
=
4
0
人
(

抽

選
)

※
4

回
す
べ
て
参
加
で
き
る

方
優
先

費
用
=

現
地
ま
で
の
交
通

費
と
4

回
目
の
入
苑
料
5
0
0円

申
込
=

往
復
(

ガ
キ
に
、
住
所

、
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
、年
齢
、電
話
番
号

、参

加
希
望
日
を
明
記

※
(

ガ
キ
ー
枚

で

、
3

人
ま
で
申
込
可

期
限
=
7

月
2
3
日
必
着

申
・
問
先
=

環
境
課

事
業
推
進
係

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中

央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

表2 バードウォッチング日程等

※ いずれも時間は、午前10時～午後O時30分。野外活動は　
小雨決行。悪天候の場合は学びピア21で開催

第
4
8回
足
立
区
民
芸
能
大
会

入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

6
月
5
日
に
開
催
さ
れ
た
第
4
8回

足
立
区
民
芸
能
大
会
で
、
次
の
1
5組

の
方
々
が
入
賞
し
ま
し
た
(
敬
称

略
)
。
総
合
最
優
秀
賞
(
区
長
賞
)
=

阿
部
幸
雄

優
秀
賞
(
観
光
協
会

会
長
賞
)
=

▽
歌
の
部
・
:小
西
叔
克
/

塩
田
キ
ミ
ヨ

▽
踊
の
部
・
:荒
節

子

優
良
賞
(
各
後
援
団
体
賞
)
=

▽
歌
の
部
・
:山
野
晴
美
/
浜
野
栄
/

柴
沼
富
子
/
五
十
嵐
五
郎
/
高
橋
孝

司

▽
踊
の
部
・
:み
や
び
会
/
丑
山

君
子
/
斉
藤
良
男

努
力
賞
=

▽
歌

の
部
:
右
井
昌
平
/
今
泉
喜
代
司

▽
踊
の
部
…
鈴
木
ト
ミ

問
先
=
観

光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

あ
だ
ち
3
R
フ
ェ
ア
2
0
0
4

参
加
者
募
集

□
出
展
企
業
・
団
体
な
ど
の
募
集

日
程
=
1
0
月
2
日
倒
・
3
日
脚

場

所
=
区
役
所

対
象
=
3
R
(

リ
デ

ュ
ー
ス
〔
ご
み
を
減
ら
す
∵
リ
ユ
ー

ス
〔
く
り
返
し
使
う
〕・
リ
サ
イ
ク
ル

〔
資
源
と
し
て
洽
か
す
〕
)に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
循
環
型
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
区
内
企

業
、団
体

内
容
=
展
示
/
実
演
(
販

売
・
契
約
は
不
可
)
/

相
談
ほ
か

申
込
=
電
話
で
問
い
合
わ
せ

期
限
=
8

月
H
日

□
各
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

入
賞
作
品
は
、
あ
だ
ち
3
R

フ
ェ

ア
2
0
0
4

で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方

内
容
=
▽
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
コ

ン
ク
ー
ル
・
:素
材
を
無
駄
な
く
使
う

ア
イ
デ
ア
満
載
の
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

レ
シ
ピ

▽
手
づ
く
り
マ
イ
バ
ッ
グ

コ
ン
ク
ー
ル
・
:オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ

ッ
グ
の
作
り
方

申
込
=
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
作
品
名
、

作
り
方
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
明

記
し
、
完
成
品
の
写
真
ま
た
は
イ
ラ

ス
ト
を
添
付
し
た
も
の
を
郵
送
ま
た

は
持
参

奈
作
り
方
を
記
載
す
る
書

式
は
自
由

期
限
=
8
月
2
7日
必
着

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
普

及
啓
発
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

わ

ー

く
わ

く

通
信

面
接
は
3
分
間
で
決
ま
る

最
近
、
面
接
を
何
回
受
け
て
も
採

用
さ
れ
な
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い

ま
す
。

応
募
者
の
経
歴
や
能
力
は
応
募
書

類
で
あ
る
程
度
わ
か
り
ま
す
。
し
か

し
、
人
柄
な
ど
は
実
際
に
会
っ
て
み

な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
。
ど
ん
な
立
派
な
経
歴
を
持

つ
て
い
て
も
、
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
や
協
調
性
に
欠
け
る
大
は
敬
遠

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
言
葉
で
ど
ん
な

に
つ
く
ろ
っ
て
も
、
そ
の
人
の
生
き

る
姿
勢
は
、
態
度
に
表
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
面
接
で
は
、
何
気
な

い
振
る
舞
い
に
対
し
て
、
相
手
が
ど

ん
な
視
線
を
向
け
て
い
る
か
意
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
面
接
に
臨
む

際
に
は
、「
応
募
先
企
業
の
事
業
内
容

を
充
分
に
調
べ
る
≒
自
分
が
そ
の
企

業
に
対
し
て
、
ど
ん
な
貢
献
が
で
き

る
か
」
な
ど
を
、
十
分
認
識
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
人
事
担
当

者
は
、
面
接
の
最
初
の
3
分
間
の
印

象
で
「
能
力
」
や
「
人
柄
」
を
判
断

す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
そ
う
で
す
。
で

す
か
ら
、
短
時
間
の
う
ち
に
自
分
を

い
か
に
表
現
し
て
、
企
業
に
売
り
込

む
か
が
極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
(
(

口
I

ワ
ー
ク
足
立
)
で
は
、
面
接
に
不

安
が
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
実
際

の
面
接
に
向
け
た
演
習
を
行
う
面
接

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
毎
週
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
先
=
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
0
9
5
7
　
　
　

《
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係
》

掲

示

板

□
水
再
生
セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

日
時
=
▽
み
や
ぎ
・
:
7
月
2
2
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
▽
小
菅
…

7
月
2
3
日
脚
、
午
後
1
時
～
4
時

申
込
=
当
日
直
接
各
会
場
へ

場
・

問
先
=
▽
み
や
ぎ
・
:み
や
ぎ
水
再
生

セ
ン
タ
ー

(
3
9
1
9
)
7
0
0
1

▽
小
菅
・
:小
菅
水
再
生
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
0
)
1
9
9
1

□
就
業
支
援
講
習
「
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
」
(
1
0日
制
)

日
時
=
9
月
3
日
～
1
6日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
対
象
=
6
0
歳
以
上

で
、
知
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
新
規
入
会
し
、
就
業
で
き
る

方

定
員
=
若
千
名
(
選
考
)

費
用
=

テ
キ
ス
ト
代

申
込
=
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電

話
番
号
、
講
習
名
を
明
記

期
限
=
7

月
1
6日
必
着

場
・
申
・
問
先
=

東
京
し
ご
と
財
団
(
惠
只
し
ご
と
セ

ン
タ
ー
)

〒
1
0
2
・
0
0
7
2

千
代
田

区
飯
田
橋
3
-
1
0
-
3

(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

□
公
開
講
座
「
源
氏
物
語
(
若
菜
の

巻
)
を
読
む
」
(
5
日
制
)

日
時
=
8
月
1
9日
～
2
5日
(
土
・
日

を
除
く
)
、午
後
1
時
～
4
時

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=
2
千
2
0
0

円

申

込
=

往

復
(

ガ

キ

ま

た

は
E

メ

ー

ル

で

住

所

、

氏

名

、
年

齢

、

電

話

番

号

、
講

座

名

を

明

記

期

限
=
7

月
2
3

日
(

必

着
)

場

・
申

・
問

先
=

都

立

江

北

高

校

〒
1
2
0
・
0
0
1
4

西

綾

瀬
4
-
1
4
-
3
0

(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

0
8
1
0
0
0
0
9
4
@
s
e
c
t
i

〇
n
.
ヨ
e
t
o
r
0
.
t
o
k
y
o
.
j
p

□

ア

ウ

ト

ド

ア

ー
イ

ベ

ン

ト

ー
イ

ン

・

ア

ラ

カ

ワ
2
0
0
4

日
時
=
7
月
2
5
日
脚
、午
前
1
0
時
～

午

後
3

時

場

所
=

埼

玉

県

戸

田

市

戸

田

総

合

運

動

公

園

、

荒

川

親

水

公

園

申

込
=

当

日

直

接

会

場

へ

問

先
=

荒

川

下

流

河

川

事

務

所

管

理

課
　

(
3
9
0
2
)
2
3
7
9

映像
広報 制作だより

ありがとう。何気ないこの一言が素

直に言えなかったり、だれかに言われ

た「ありがとう」の一言で幸せな気持

ちになったり… 。「ありがとう」は魔法

の言葉。

今回の番組では、「はがき一葉のあり

がとうコンクール」の作品集 、「わすれ

な草」を紹介します。普段のスタジオ

の雰囲気を がらりと変え、皆さんをあ

りがとうの世界に厠います。お楽しみ

に!

| 情 報 キ ャ ッ チ 好 き で す。あ だ ち」放 送予 定

あだちコミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日3 回放送(午前9 時30分、午後O時30分、午後6 時)



2004年( 平成16年) 7 月10日あ だ ち 広 報第1409 号 ( 8)

夏だ

!

今
、 児童館が熱い

!

児童館では、夏に向けていろいろな
イベントを企画しています。お祭りや
工作などに参加して楽しい体験をしま
しょう。 ※ 幼児は保護者同伴で参加
してください

児童館の開館時間は午前10時～午後6時( 4
月～9月)です。イベントの詳細については各
児童館・施設にお問い合わせください

景品いっぱいの釣り上げゲームで勝負!

手作りのゲームも楽しいな

夏 の児 童 館 わく わく イベ ン トカ レ ン ダ ー7 月 8 月

※千住・西部・西保木間は児童館、桑袋は地域集会所、江北・五反野はコミュニ
ティセンター、それ以外は住区センター。 伊興は改修工事のため休館

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

安全は あなたの自覚 周りの目
～足立区生活安全推進標語彙優秀賞～
地域の防犯活動や防犯・防火キャンペーンをとお

して、安全で安心なまちをつくります《危機管理課》

森を育み、心を癒す
C ・W ・二コル氏のあだち区民環境フェア2004特別講演

6 月26日、ギャラクシテイで行わ
れた「あだち区民環境フェア2004」
で、作家で環境保全活動に取り組ん
でいるC ・W・二コル氏の講演会が
開かれました。
「森を育むもの」と題したこの講演
会では、二コル氏が所有する森の様
子などを写したスライドなどを交え

ながら、森の持つ大きな力や自然の
大切さを解説しました。
二コル氏は、海外同様、日本でも

森が少なくなっていることに危機を
感じ、自らが森の育成を実践。そこ
から、森には人の心を癒す効果があ

ることがわかったといいます。
「森はとても大切な宝物。森がなく

なっていくことは悲しいけれど、未
来を信じたい。これからも頑張る」
と言った言葉が、とても印象的でし
た。

▲ 自然の大切さを改めて教えてくれ
た二コル氏

舞台を飾った品々は、
一つひとつが素晴らしい美術品
6 月17 日から7 月8 日まで、THEATRE1010

・ギャラリーで「舞台美術展」が開催され

ました。これはTHEATRE1010 ・劇場が9

月にオープ ンするのを記念して企画されたもの

で、朝倉摂氏ほか、31人が出展しました。

さまざまな舞台で使 われたセットの一部や模

型、衣装や舞台装置など、めったに見ることが

できない品々が多数展示されました。舞台美術

の数々を至近距離でみることで、これらが芝居

を彩るだけではなく、それ自体

が完成された芸術作品であるこ
とを感じます。

舞台は私たちを、ひととき、
別の世界へ連れて行ってくれま
す。9月からは、千住で本格的な
舞台を見ることができます。
この機会に、皆さんも芸術の

世界にふれてみませんか。

▲ 「ポケット劇場」舞台セッ
ト」模型

▲「美しいものたちの伝説」劇中劇「サロメ」衣装
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